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最近コンプライアンスの関係で法律相談等の仕事をしていると、
不思議な話やあれっと思う出来事を聞くことが多くなった。いろ
いろその原因や対策を考えると、世の中の考え方が変わってき
たのではないかと思う。コンプライアンスは、関係する人たちの
持っている常識や価値観を基盤としている。だから世の中の価値
観等が変われば、コンプライアンスにも大きな影響が出る。
これを世代間ギャップといえばそれで説明完了と思ってしまう
人もいる。しかしそれでは解決にならない。年配の世代は、古い
時代を知っていて、その知識を前提に新しい世代の行動を評価
してしまう。自分たちの常識を変えるなどということはできな
い。自分の人生は否定できないのだ。一方、新しい世代は古い世
代のことは何も知らない。古い常識に照らして何かをいわれても
理解不能である。そもそも新しい世代がそのような常識や価値観
を持っているのは、社会がそうなっているからであって、社会を
そうしたのは古い世代である。年配の世代は、新しい世代の価値
観の理由を理解し、新しい規範を作らなければいけない。

コンプライアンスの概念や守備範囲も、大きく変わってきてい
る。昔は、コンプライアンスは法令遵守と訳され、ルールを守る
ことだといわれていた。しかしそれだけではなく、会社の理念や
フィロソフィーのようなものも遵守しようという形に拡大してき
た。さらに最近ワーク・エンゲージメントが重視されるようにな
り、実はエンゲージメントとコンプライアンスはかなり重複して
おり、エンゲージメントが高い会社ではコンプライアンスも向上
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することが知られている。コンプライアンスは企業風土が最も重
要な基盤であり、その企業風土にエンゲージメントが大きく関
わっているのである。ならばコンプライアンス活動としては、そ
こまで守備範囲を拡大する必要がある。

本書の内容は、様々な項目に分かれている。体系的ではなく、
最新の知見やアイデアなどを述べている。たとえば、どこの会社
でもそこそこコンプライアンスの体制は整えたと思っているが、
我が社の状態はどの程度整備ができているか、しっかり評価した
ことはないだろう。一度そういう作業をしてみることは有用だ。
また、組織的不正の話や企業風土の話、報告義務の話など、最新
の課題や工夫、気づきについて述べている。また項目立てをした
ものとは別に、コラムの形で断片的な知恵や視点をいくつか述べ
ている。
もし読者の皆様方が、ああこういうことあるよねとか、ああこ
ういうことだったのかとか、ああこういう方法もあるのか、等と
思って頂ければ幸いである。

本書の刊行に際しては、株式会社商事法務の浅沼亨氏と宮尾悠
子氏に多大なご支援を頂いた。感謝してここに記しておく。

2026 年 6月
� 弁護士　中村直人　
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